
日本ＹＥＧ伴会長との懇談会 

 

日時：平成２８年１月１３日（水）１７：０５～ 

場所：太田ナウリゾートホテル         

 

１．開  会 

 

２．挨  拶  伴会長より挨拶 

 

３．懇 談 会  進行；伴会長 

          伴会長より他団体（市役所、商工会議所等）と連携した事業につい

て説明してほしい旨依頼があり、単会会長よりそれぞれ説明。 

         

○藤岡ＹＥＧ 柴山会長 

          市役所、大学、ＪＣ、商工会青年部等と連携して藤岡フェスタを開

催し、２８年度についても継続して実施する。 

         

        ○太田ＹＥＧ 長谷川会長 

          商工会議所からの依頼があり、街中で１，０００人規模の「街コン」

を開催しており、２５年度は１００組、２６年度は８０組、２７年度

は１５０組のカップルが成立した。これも太田市に定住してもらいた

いとのことから開催している。 

 

        ○沼田ＹＥＧ 小林会長 

          市役所や商工会議所と連携し沼田まつりの天狗みこし渡御を実施し

ており、みこしの最後に市役所の駐車場に運び入れる際、社会福祉協

議会と連携し、高齢者や障害者に桟敷席を用意し勇敢なみこしの担ぐ

姿を見てもらっている。 

          沼田さくらまつりではＢ級グルメ、お笑い芸人、バンド演奏等を主

管している。 

          また市役所と連携により１／２成人式を開催予定。 

          その他、隣町のみなかみ町と連携した事業も行っている。 

 

        ○渋川ＹＥＧ 杉木会長 

          ＪＣ等と連携して真中饅頭フェスティバルや渋川バザールを開催し

ているが、今年度は渋川ＹＥＧ２０周年記念ということで「大人の遊



園地」事業と同時に開催した。 

 

        ○前橋ＹＥＧ 高野代表幹事 

          市役所の観光特使であるローズクィーンコンテストを開催する他、

今年は２月７日に開催する上州空っ風凧揚げ大会は観光のほかに青少

年育成の目的をもって開催している。 

          その他、市役所や商工会議所、ＪＣと連携により前橋まつり、花火

大会、七夕まつりを行っている。 

          また、ＹＥＧＯＢ会と連携した事業も行っている。 

 

        ○桐生ＹＥＧ 曽根会長 

          市役所や商工会議所と連携して行っている桐生八木節まつりの一環

でダンス八木節を主管している。 

          また、商工会議所主催の街コンも協力している。 

 

        ○伊勢崎ＹＥＧ 長谷川会長 

          ６月にＹＥＧ、ＪＣ、商工会青年部連携して４単会スポーツイベン

ト、 

         ８月にＹＥＧ、ＪＣ、商工会青年部連携して市民まつりの１００人神

輿を担当、１０月に市役所、県、ＪＣ、玉村町、ＹＥＧ、ＪＡと連携

し伊勢崎もんじゃまつりグルメ大集合をオートレース場で開催した。 

          その他、川口ＹＥＧや本庄ＹＥＧなどの他ＹＥＧと連携した事業も

行っている。 

 

         ○館林ＹＥＧ 笠原会長 

          街づくり研究会、商店街、ＪＣと連携して４団体ソフトボール事業

を行っている他、イルミネーション事業を街づくり研究会、商店街、

ＪＣ、ロータリークラブと連携して事業を行っている。その他婚活事

業も行っている。 

 

         ○富岡ＹＥＧ 中條会長 

          ５月にもみじ平フェスティバル（フリーマーケット）を開催してい

る他、ＪＣと連携し富岡夏まつりを開催。これまで商工会議所が主催

していた富岡イルミネーション事業をＹＥＧ主催でテーマを冬の花見

として開催している。その他観光客誘致のためランバイク（ペダルの

無い自転車）事業を行っている。 



 

          伴会長より、婚活事業を３単会が開催しているが、実施主体や予算

について質問があり、下記の通りと回答がある。 

          太田：市役所や県からの補助金主体で開催 

          桐生：会議所の事業費で開催 

          館林：当初は事業の計画はしていなかったが、開催することになり

市役所に相談したら助成金をいただけることになった。 

          伴会長より、婚活事業は国も力を入れているので助成金を用意して

いる。「街コン」と「婚活事業」は目的が違うので理解してほしい。

また、参加者が集まらないという話をよく聞くが、弘前では２月の真

冬に開催しているのにも関わらず募集人数を超える人数が集まってい

る。やり方によって参加人数は異なるので、市役所や商工会議所、商

店街と連携してほしいとアドバイスをいただく。 

 

          続いて、伴会長より他団体（ＪＣ、中央会、商工会連合会）との交

流の現状について報告。 

          ４団体で３か月に１回話し合いをしている。団体は異なるが地域の

ために、という目的は一緒である。団体同士が連携することにより大

きな目標を達成している事例もある。例えば漁協と連携している単会

もある。このような事業については全国に発信していきたいので、Ｙ

ＥＧ大賞などに応募してほしい。また、団体によっては会員数が減っ

ている団体もあるがＹＥＧの会員数は増加しており２９年度には３３，

０００人を超える見込みである。何故増加しているかを考えてみると

費用対効果が大きな要因となっている。会津若松のジュニアエコノミ

ーカレッジは発信することによって全国に広まり効果として大きいも

のなった。このように良い事業については発信してほしい。 

 

４．閉  会  閉会後、会場を移して懇親会を開催。 


